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「楽しさ」から始まる地域共生への再挑戦！
多世代が主体的に関わる「佐藤町会文化祭

＆リバーサイドプチマルシェ」
から学ぶ！！
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活動活性化



町会名：佐藤町会（加入世帯数：553世帯 加入率30％以下）
テーマ：「楽しさ」から始まる地域共生への再挑戦！

多世代が主体的に関わる「佐藤町会文化祭＆リバーサイドプチマルシェ」
から学ぶ！！

１ 取り組みの背景

〇会員減少の危機 〇担い手不足

加入率が３０％以下に低下。 中心メンバーの脱退により、従来の活動継

「町会の居心地の悪さ」が課題となっていた。 続が困難な状況にあった。

〇目的の再定義

「そもそも町会は何のためにあるのか？」という

原点に立ち返り、ＡＩ時代だからこそ必要な

「リアルなつながり」の再構築を模索した。



2 取り組みの具体的な内容

〇ビジョン・コンセプトの明確化

＜ビジョン＞

佐藤町会を綾瀬川とさくら並木に囲まれた自然豊
かな場所で誰もがいきいきと楽しく過ごせる「ふる
さと」にする。

＜コンセプト＞

1. 楽しい地域活動を実現

2. 家族、仕事、趣味を大切にした地域活動

3. 無理のない継続可能な仕組み作り

4. 薄れた地域のつながりを再構築

5. 関係人口の拡大

コミュニティマネジメントの知見（ＣＲファクトリーの好循環モデル等）を取り入れ、単なる行事の実施ではなく「組
織のあり方」から改革を行いました。

〇『コスト⇒報酬⇒愛着UP』の好循環モデル

コスト（時間・汗・苦労）

報酬（笑顔・感謝・心地良さ）

愛着UP（町会が好きになる）

特に「褒める、ねぎらう、感謝する」の文化を徹底。

〇伴走型の担い手育成

新しいメンバーに対し、自己理解と相互理解

を深めるプロセスを導入し、孤立させない支

援を実施。

〇規模の適正化

無理に以前と同じ規模を目指すのではなく、

今のメンバーで「熱量」を維持できるサイズ

に縮小しつつ、質を高める工夫（プチマルシ

ェの併設等）を実施。



3 取り組み後の効果

〇地域の一体感

ミニコンサートや大抽選会を通じて、

世代を超えた参加者が一つになり、会

場全体に圧倒的な熱量が生まれた。

〇住民の主体性の向上

「やらされ仕事」ではなく、メンバーから「やって

みたい」という自発的なアクションが垣間見えるよ

うになった。



テイクホーム・メッセージ

• 「人」と「関係性」の再構築

•理念とビジョンを語り続ける

•自己理解 相互理解

• 1人より2人

•小さく、小さく、無理をしない

•学び 実践

•自治会は“古い組織”ではなく、人と人との関係性を再構築

する“地域のプラットフォーム”だと思っています。


